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論文内容の要 t::::. 
日

Lークーノレタミン酸 (L-GA) 醗酵を研究の具体的対象として酸素移動に着目した醸酵槽の Scale-up

に関する研究を行ない，ある程度の成果をおさめることが出来たので，その結果をこの論文としてま

とめた。

この研究の主な目的は次の通りである。

(1) L-GA 醗酵の酸素依存度を調べることにより，酸素移動に着目した醗酵槽の Scale-up 法を採

用することの妥当性を検討する。

(2) L-GA 醗酵のプロセス収率と酸素移動および酸素濃度との関連性を調べる乙とにより，醗酵装

置の種類・規模には無関係でしかも両者聞の一義的な関係を示す因子を選定する。

(3) 醗酵槽の Scale-up の為の設計基準と計算方式を設定する。

(4) 実際に大容量の醗酵槽の基本設計をする。

(5) かくして製作された醗酵槽による実測値と設計値との比較結果から，当初期待した小容量の醗

酵槽での成績が正確に精度よく再現出来ているかを検討し， 今後の Scale-up ~こ対する参考に資す

る。

得られた研究結果は次の通りである。

(1) 醸酵槽の Scale-up に密接な関係のある酸素移動速度 (OTR) および酸素移動容量係数 (kd)

の測定計算法を改良し，振渥フラスコの酸素移動に対する栓抵抗，醗酵槽の液自由表面からの酸素吸

収，および槽内の OTR 分布に関する若干の新知見を得て，その理論的解析を行なった。

(2) L-GA 醗酵と酸素移動との関係について実験し，醗酵槽の Scale-up に結び、つけるべき関係因

子は対糖収率と OTR であることを結論づけた。

(3) L-GA醗酵と溶存酸素濃度 (DO) との関係について実験し， DO を培養各時期の最適値に制御
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する方法によって，振重量培養と醗酵槽培養との相互関係が明確になった。また微生物の平均蓄積令お

よび、微生物の前歴の影響等についても若干の解析結果と新知見を得た。

(4) 酸素移動，撹持動力と装置変数，操作変数との聞の関係について実験し，既往文献記載の関係

式と多少相異する結果を得てその改変式を誘導した。

(5) 以上の実験結果から酸素移動にもとづく新しい醗酵槽の Scale-up 方式を体系化し，それに従

って大容量の醗酵槽を設計製作し，その実測値と設計値との比較検討結果から，この Scale-up 方式

の妥当性が確認出来た。

論文の審査結果の要旨

著者は醗酵槽の Scale-up に関する基本的な問題を L- ク勺レタミン酸醸酵を例として系統的に検討

し Scale-up に関係の深い酸素移動速度及び酸素移動容量係数に対して基礎的な検討を加え，さらに

醸酵と酸素移動との関係より，醗酵槽の Scale-up Iと結びつけるべき因子として対糖収率と酸素移動

速度をとりあげ，また醗酵と溶存酸素濃度との関係をフラスコ培養と醸酵槽培養とについて追求して

両者の相互関係を明らかにした。乙れを基礎として既往の Scale-up に関する関係式を修正し改良式

を誘導し，新しい醗酵槽 Scale-up 方式を体系化し，工業的大量培養に適用して，その妥当性を確認

した。このように，乙の研究は，醗酵工学に対し著しい貢献をなしたもので，本論文は博士論文とし

て価値あるものと認める。
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